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教
会
の
中
庭
を
会
場
に

「盆
踊
り

大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
曇
り
模
様
で
、
終
わ
り

頃
に
小
雨
が
降

っ
て
き
た
が
、
大

勢
の
方
が
足
を
運
ん
で
く
れ
、
櫓

の
周
り
を
囲
み
太
鼓
と
曲
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
盆
踊
り
を
楽
し
ん
で

い
た
。
模
擬
店
は
、
わ
た
あ
め
、
か
き

氷
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
、
焼
き
そ
ば
、

た
こ
焼
き
、
焼
き
鳥
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
、
飲
物
、
更
に
射
的
、
く

じ
引
き
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
リ
サ
イ
ク

ル
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
充
実
し
た
店

舗
が
揃

っ
た
。

盆
踊
り
は
以
前
、
よ
う
き
会
や

青
年
会
、
布
教
部
が
主
催

し
て

行

っ
て
い
た
が
平
成
２２
年
を
最
後

に
暫
く
開
催
が
見
送
ら
れ
て
い
た
。

住
込
み
が
に
を
い
が
け
で
網
走
市

内
を
回
る
中
、
盆
踊
り
の
こ
と
を

聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
住

込
み
人
を
中
心
に
教
会
行
事
で
盆

踊
り
を
行
お
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
９
年
ぶ
り
に
実
現
し
た
。
当
日

に
向
け
チ
ラ
シ
を
配
り
、
準
備
を

進
め
、
ま
た
有
志
の
方
々
の
協
力

を
頂
き
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

８
月
１３
日
～
１４
日
、
大
教
会
を

会
場
に
子
弟
練
成
会
が
開
催
さ
れ
、

少
年
会
員
２２
名
、
育
成
会
員
１８
名

の
参
加
者
で
賑
わ
っ
た
。

開
会
式
で
大
教
会
長
よ
り
お
話

を
頂
き
、
そ
の
後
、
回
廊
拭
き
ひ

の
き
し
ん
、
高
学
年
と
低
学
年
に

分
か
れ
て
、
て
を
ど
り

。
鳴
り
物

を
練
習
。
子
供
た
ち
は
真
剣
に
お

つ
と
め
の
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
夕
食
は
外
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

を
頂
き
、
夜
は
花
火
と
か
き
氷
で

楽
し
ん
だ
。

翌
日
は
、
朝
食
後
に
大
教
会
周

辺
の
ゴ
ミ
拾

い
を
さ
せ
て
頂
き
、

基
本
教
理
を
学
び
、
全
員
で
お
礼

勤
め
を
さ
せ
て
頂
き
解
散
し
た
。
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札
樽
地
区
よ
う
き
の
集
い
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五
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